
背景・目的

これまでのダムや砂防といった防災施設の見学会や、地元自治体等によるダムの活用（ダム湖カヌー体
験、竜神ダムバンジージャンプ、グランピング）等の取組みのほか、新たな取組みを加えることで、イン
フラの魅力向上を図るとともに、その役割を理解する機会を増やすことで、観光資源としても、また、地
域活性化にも役立てまいります。
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防災施設を活用したインフラツーリズムの推進
－インフラを観光資源として活用し防災啓発と地域活性化を目指す－

県は、旅行会社が主体となって企画された、これらのコンテンツを組み合わせたツアーやイベントに
協力していくことで、インフラの理解促進とともに地域活性化を目指してまいります。
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